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も
う
四
半
世
紀
も
前
、
オ
ウ
ム
真
理
教
教
団
が

熊
本
県
の
阿
蘇
山
の
ふ
も
と
、
旧
波
野
村
に
拠
点

を
構
え
て
い
た
こ
ろ
、
取
材
に
訪
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
後
に
あ
れ
だ
け
の
大
事
件
を
引
き
起
こ
そ
う

と
は
、
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
が
、
若
者
を
惹
き

つ
け
る
秘
密
の
一
つ
は
、
修
行
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

に
あ
る
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。
こ
の
段
階
で
こ

う
い
う
修
行
を
す
れ
ば
こ
う
い
う
神
秘
体
験
が
得

ら
れ
る
と
い
う
手
引
が
整
っ
て
い
る
。
若
者
に

と
っ
て
は
、入
り
や
す
い
し
、マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ

て
段
階
を
踏
ん
で
い
く
う
ち
に
、
マ
イ
ン
ド
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
は
ま
る
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
た
。

　

国
か
ら
示
さ
れ
た
地
方
版
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
策
定
の
参
考
資
料
や
通
知
を
見

て
い
る
と
、
転
入
者
数
な
ど
の
基
本
目
標
や
施
策

ご
と
の
重
要
業
績
評
価
指
標
を
定
め
よ
、
な
ど
と

随
分
と
指
示
が
細
か
い
の
に
驚
く
。
こ
れ
は
、
参

考
ど
こ
ろ
か
、
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
そ
の
も
の
で
は

な
い
か
。
自
治
体
に
対
す
る
老
婆
心
か
ら
か
も
し

れ
な
い
が
、
オ
ウ
ム
教
団
な
ど
足
元
に
も
及
ば
な

い
念
入
り
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
指
導
で
あ
る
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
れ
ば
作
業
は
楽
だ
が
、
マ
イ

ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
副
作
用
が
働
く
こ
と

も
あ
る
か
ら
要
注
意
で
あ
る
。
人
口
減
少
へ
の
危

機
感
か
ら
始
ま
っ
た
地
方
創
生
だ
が
、
そ
も
そ
も

な
ぜ
人
口
が
減
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
。
規
制
を

緩
和
し
て
市
場
に
任
せ
れ
ば
う
ま
く
い
く
と
い
う

の
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
長
戦
略
の
基
本
的
考
え

方
だ
が
、
な
ぜ
人
口
に
つ
い
て
は
放
っ
て
お
け
な

い
の
か
。
疑
問
が
い
く
つ
も
湧
い
て
く
る
が
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
囚
わ
れ
る
と
思
考
停
止
に
陥
り
、
そ

う
し
た
根
本
的
な
問
い
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

　
「
お
れ
た
ち
が
長
年
積
み
重
ね
て
き
た
地
域
づ

く
り
を
通
し
て
つ
か
ん
だ
も
の
こ
そ
本
物
だ
」
と

し
て
、
国
の
微
に
入
り
細
を
う
が
つ
指
導
に
拒
否

反
応
を
示
す
地
方
の
関
係
者
は
少
な
か
ら
ず
い
る

に
違
い
な
い
。
本
当
は
、
そ
う
い
う
反
骨
心
こ
そ

地
方
創
生
の
原
動
力
に
な
る
。
案
外
、
国
か
ら
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
参
考
資
料
や
通
知
は
、
地
方
の

反
骨
心
を
呼
び
覚
ま
す
た
め
の
高
等
戦
術
か
も
し

れ
な
い
。
だ
と
し
た
ら
、
実
に
巧
妙
な
マ
イ
ン
ド

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
と
感
心
し
た
く
な
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
緊
急
要
望
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施
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活 動

全
国
町
村
会
は
4
月
21
日
（
火
）、「
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
を
決
定

し
、
本
会
の
藤
原
会
長
（
長
野
県
町
村
会
長
・
川

上
村
長
）、
吉
田
財
政
委
員
会
委
員
長
（
埼
玉
県

町
村
会
長
・
滑
川
町
長
）、
民
部
田
理
事
（
岩
手

県
町
村
会
長
・
岩
手
町
長
）、
鈴
木
監
事
（
宮
城

県
町
村
会
長
・
利
府
町
長
）、
大
塚
副
会
長
（
福

島
県
町
村
会
長
・
湯
川
村
長
）
が
、
竹
下
復
興
大

臣
お
よ
び
公
明
党
の
井
上
幹
事
長
・
東
日
本
大
震

災
復
興
加
速
化
本
部
長
、
石
田
復
興
・
防
災
部
会

長
・
同
本
部
事
務
局
長
、
石
井
政
務
調
査
会
長
に

対
し
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

緊
急
要
望
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
と

さ
れ
て
い
る
集
中
復
興
期
間
を
延
長
し
、
財
政
基

盤
の
脆
弱
な
被
災
町
村
が
、
復
旧
・
復
興
の
加
速

化
に
向
け
て
必
要
な
事
業
を
着
実
か
つ
円
滑
に
推

進
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
国
に
よ
る
特

例
的
な
財
政
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
復
旧
・

復
興
が
完
了
す
る
ま
で
万
全
の
財
政
措
置
を
講
じ

る
よ
う
求
め
た
。

要
望
に
対
し
竹
下
復
興
大
臣
か
ら
は
、
集
中
復

興
期
間
後
の
次
の
5
年
間
の
枠
組
み
に
つ
い
て
、

必
要
な
金
額
の
積
み
上
げ
の
作
業
を
行
っ
て
い
る

最
中
で
あ
り
、
ま
と
ま
っ
た
姿
を
6
月
末
ま
で
に

政
府
案
と
し
て
提
示
し
、
来
年
度
予
算
へ
の
反
映

を
行
い
た
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

■公明党 ■復興庁

東日本大震災からの復興に関する緊急要望

東日本大震災から４年余が経過し、被災地では、本格的な復興に向

けた取り組みが行われている。

この間、国におかれては、平成２７年度までの５年間を集中復興期

間と位置づけ、復興交付金や復興特別交付税、国庫補助率のかさ上げ

及び補助対象範囲の拡大、各種基金の積み増しのための交付金の増額

など、特例的な制度の創設並びに財政支援を講じられてきた。

被災町村は、こうした支援を最大限活用しながら、復旧・復興に全

力で取り組んできたが、役場職員の人員不足、建設作業員の人件費や

資材の高騰、地元との合意形成や用地買収の停滞などにより、復興事

業に遅れが生じているほか、福島第一原発事故の影響を受けた地域で

は、復旧・復興事業が進展しておらず、未だ多くの住民が故郷を離れ、

不自由な避難生活を余儀なくされているなど、依然として厳しい状況

に置かれている。

このような状況の中、国は、集中復興期間以降の復興支援の枠組み

について検討するとしているが、財政基盤が脆弱な被災町村が真の復

興を果たすためには、引き続き国の強力な支援が必要である。

よって、下記事項について、強く要望する。

記

財政基盤の脆弱な被災町村が、復旧・復興の加速化に向けて、

必要な事業を着実かつ円滑に推進できるよう、平成２７年度まで

とされている集中復興期間を延長するとともに、国による特例的

な財政支援をこれまでと同様に継続し、復旧・復興が完了するま

での間、万全な財政措置を講じること。

平成２７年４月２１日

全 国 町 村 会 長

藤 原 忠 彦

▲ 竹下復興大臣（左から３人目）に要請する藤原会長（右から３人目）
吉田財政委員会委員長（左から２人目）民部田理事（左）鈴木監事（右）
大塚副会長（右から２人目）

▲ 井上幹事長・東日本大震災復興加速化本部長（左から３人目）石田
復興・防災部会長・同本部事務局長（左）石井政務調査会長（左か
ら２人目）に要請する藤原会長（左から４人目）吉田財政委員会委
員長（右から４人目）民部田理事（右）鈴木監事（右から３人目）
大塚副会長（右から２人目）

平成27年 5 月11日　2第2918号

全国町村会

東日本大震災からの復興に関する緊急要望を実施
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政 策

歳
入
、
歳
出
と
も
前
年
度
比
を
上
回
る

白
書
で
は
、
平
成
25
年
度
の
地
方
財
政

に
お
け
る
歳
入
は
1
0
1
兆
9
9
8
億
円

（
前
年
度
比
1
・
3
％
増
）、
歳
出
は
97
兆

4
、
1
2
0
億
円
（
前
年
度
比
1
・
0
％

増
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

歳
入
の
う
ち
、
東
日
本
大
震
災
分
は
4

兆
8
、
7
0
9
億
円
（
前
年
度
比
18
・

9
％
減
）、
東
日
本
大
震
災
分
を
除
い
た

通
常
収
支
分
は
96
兆
2
、
2
8
9
億
円
で

あ
る
。
個
人
住
民
税
、
法
人
関
係
二
税
の

増
等
に
よ
る
地
方
税
の
増
加
並
び
に
国
の

経
済
対
策
及
び
普
通
建
設
事
業
費
支
出
金

の
増
加
等
に
よ
る
国
庫
支
出
金
の
増
加

が
、
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
や
地
方

交
付
税
の
減
少
を
上
回
っ
た
こ
と
等
に
よ

り
、
歳
入
総
額
は
前
年
度
と
比
較
す
る
と

2
兆
3
、
9
4
9
億
円
増
加
（
2
・
6
％

増
）
し
て
い
る
。

歳
出
の
う
ち
、
東
日
本
大
震
災
分
は
4

兆
2
、
4
5
5
億
円
（
前
年
度
比
20
・

2
％
減
）、
通
常
収
支
分
は
93
兆
1
、
6

6
5
億
円
で
あ
る
。
普
通
建
設
事
業
費
及

び
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
経
営
健
全
化
の
取

組
の
推
進
等
に
伴
う
補
助
費
等
の
増
加

が
、
人
件
費
の
減
少
を
上
回
っ
た
こ
と
等

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
2
兆
6

7
8
億
円
増
加（
2
・
3
％
増
）し
て
い
る
。

平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
、
通
常
収
支

分
の
決
算
規
模
の
増
加
が
、
東
日
本
大
震

災
分
の
決
算
規
模
の
減
少
を
上
回
っ
た
た

め
、
全
体
の
決
算
規
模
は
増
加
。
普
通
会

計
が
負
担
す
べ
き
借
入
金
残
高
は
、

2
0
1
兆
3
、
5
9
9
億
円
（
前
年
度
比

0
・
2
％
増
）
で
、
増
減
内
訳
は
、
地
方

債
現
在
高
の
増
加
（
1
兆
2
、
1
1
9
億

円
増
）、
企
業
債
現
在
高
（
普
通
会
計
負

担
分
）
の
減
少
（
7
、
9
9
7
億
円
減
）、

交
付
税
特
別
会
計
借
入
金
残
高
の
減
少

（
1
、
0
0
0
億
円
減
）
で
あ
る
。

目
的
別
歳
出
は
、
土
木
費
、
農
林
水
産

業
費
、
民
生
費
の
増
加
等
に
よ
り
、
前
年

度
と
比
べ
て
9
、
9
3
5
億
円
増
（
1
・

0
％
増
）の
97
兆
4
、1
2
0
億
円
と
な
っ

た
。
そ
の
う
ち
、
東
日
本
大
震
災
分
は
、

総
務
費
の
減
少
等
に
よ
り
、
前
年
度
と
比

べ
て
1
兆
7
4
3
億
円
減
（
20
・
2
％
減
）

の
4
兆
2
、
4
5
5
億
円
と
な
っ
た
。

財
政
の
健
全
化
は
依
然
と
し
て
進
行
中

家
庭
に
お
い
て
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
と
例

え
ら
れ
る
経
常
収
支
比
率
。
地
方
公
共
団

体
が
社
会
経
済
や
行
政
需
要
の
変
化
に
適

切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
財
政
構

　

平
成
27
年
3
月
、
平
成
27
年
版
「
地
方
財
政
の
状
況
」、
い
わ
ゆ
る
地
方
財

政
白
書
が
発
表
さ
れ
た
。
平
成
25
年
度
決
算
を
分
析
し
て
お
り
、
今
年
で
63
回

目
に
な
る
。
自
治
体
財
政
の
全
体
像
を
捉
え
る
連
結
実
質
赤
字
額
が
あ
る
団
体

数
は
6
団
体
。
実
質
公
債
費
比
率
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上
で
あ
る
団
体
数
は

1
団
体
と
な
っ
た
。

第2918号3　平成27年 5 月11日

■表１
　
歳入・歳出の前年度比較

区　　分 平成25年度 平成24年度 増減額 増減率

歳入総額 101兆998億円 99兆8,429億円 1兆2,570億円 1.3％

　通常収支分 96兆2,289億円 93兆8,340億円 2兆3,949億円 2.6％

　東日本大震災分 4兆8,709億円 6兆89億円 ▲1兆1,379億円 ▲18.9％

歳出総額 97兆4,120億円 96兆4,186億円 9,935億円 1.0％

　通常収支分 93兆1,665億円 91兆987億円 2兆678億円 2.3％

　東日本大震災分 4兆2,455億円 5兆3,198億円 ▲1兆743億円 ▲20.2％

政策解説

平成27年版「地方財政白書」公表
－地方財政をめぐる諸課題について言及－
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政 策

造
の
弾
力
性
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
弾
力
性
の
度
合
い
を
判
断
す
る

指
標
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

平
成
25
年
度
の
経
常
収
支
比
率
（
特
別

区
及
び
一
部
事
務
組
合
等
を
除
く
加
重
平

均
）
は
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
1
・
1

ポ
イ
ン
ト
低
下
の
91
・
6
％
と
な
り
、
10

年
連
続
で
90
％
を
上
回
っ
て
い
る
。
主
な

内
訳
を
み
る
と
、
人
件
費
充
当
分
が
31
・

1
％
（
前
年
度
32
・
6
％
）、
公
債
費
充

当
分
が
21
・
1
％
（
同
20
・
9
％
）
と
な
っ

て
い
る
。
分
母
で
あ
る
経
常
一
般
財
源
等

の
地
方
税
の
増
等
に
よ
る
増
加
が
、
分
子

で
あ
る
経
常
経
費
充
当
一
般
財
源
等
の
物

件
費
の
増
等
に
よ
る
増
加
を
上
回
っ
た
た

め
と
さ
れ
る
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、
地
方
債
の
元
利

償
還
金
（
繰
上
償
還
等
を
除
く
）
や
公
営

企
業
債
に
対
す
る
繰
出
金
等
の
公
債
費
に

準
ず
る
も
の
を
含
め
た
実
質
的
な
公
債
費

相
当
額
か
ら
、
こ
れ
に
充
当
さ
れ
た
特
定

財
源
及
び
一
般
財
源
の
う
ち
普
通
交
付
税

の
算
定
に
お
い
て
基
準
財
政
需
要
額
に
算

入
さ
れ
た
も
の
を
除
い
た
も
の
が
、
標
準

財
政
規
模
（
普
通
交
付
税
の
算
定
に
お
い

て
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
た
公
債

費
等
を
除
く
）
に
対
し
、
ど
の
程
度
の
割

合
と
な
っ
て
い
る
か
を
み
る
も
の
で
、
健

全
化
判
断
比
率
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。
平
成
25
年
度
の
実
質
公
債

費
比
率（
全
団
体
の
加
重
平
均
）は
、
前
年

度
と
比
べ
る
と
0
・
4
ポ
イ
ン
ト
低
下
の

10
・
9
％
と
な
っ
て
お
り
、
初
め
て
算
定

さ
れ
た
平
成
17
年
度
以
降
低
下
し
て
い
る
。

平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化

判
断
比
率
等
の
状
況
も
改
善
方
向

地
方
財
政
の
全
体
像
を
捉
え
る
実
質
赤

字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公

債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
見

て
み
る
。

実
質
赤
字
比
率
は
、
地
方
公
共
団
体
の

最
も
主
要
な
会
計
で
あ
る
「
一
般
会
計
」

等
に
生
じ
て
い
る
赤
字
の
大
き
さ
を
、
そ

の
地
方
公
共
団
体
の
財
政
規
模
に
対
す
る

割
合
で
表
し
た
も
の
。
実
質
赤
字
額
が
あ

る
（
実
質
赤
字
比
率
が
0
％
超
で
あ
る
）

団
体
は
、
市
区
1
団
体
、
町
村
1
団
体
で
、

合
計
2
団
体
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
実
質
赤

字
比
率
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上
で
あ
る

団
体
は
な
か
っ
た
。

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
公
立
病
院
や

下
水
道
等
の
公
営
企
業
を
含
む
「
地
方
公

共
団
体
の
全
会
計
」
に
生
じ
て
い
る
赤
字

の
大
き
さ
を
、
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合

で
表
し
た
も
の
。
連
結
実
質
赤
字
額
が
あ

る
（
連
結
実
質
赤
字
比
率
が
0
％
超
で
あ

る
）
団
体
数
は
、政
令
指
定
都
市
1
団
体
、

市
区
2
団
体
、
町
村
3
団
体
で
、
合
計
6

団
体
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
連
結
実
質
赤
字

比
率
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上
で
あ
る
団

体
は
な
か
っ
た
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、
地
方
公
共
団
体

の
借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済
額
（
公
債

費
）
の
大
き
さ
を
、
そ
の
地
方
公
共
団
体

の
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
表
し
た
も

の
。
実
質
公
債
費
比
率
が
早
期
健
全
化
基

準
以
上
で
あ
る
団
体
数
は
、
市
区
1
団
体

（
北
海
道
夕
張
市
）
で
、
24
年
度
決
算
と

同
じ
で
あ
る
。
地
方
債
許
可
制
移
行
基
準

（
18
％
）
以
上
で
あ
る
団
体
数
は
、
都
道

府
県
4
団
体
（
構
成
比
8
・
5
％
）、
政

令
指
定
都
市
1
団
体
（
同
5
・
0
％
）、

市
区
20
団
体
（
同
2
・
5
％
）、
町
村
16

団
体
（
同
1
・
7
％
）
の
合
計
41
団
体
（
同

2
・
3
％
）。
平
均
値
は
、
都
道
府
県

13
・
5
％
、
政
令
指
定
都
市
11
・
2
％
、

市
区
7
・
6
％
、
町
村
9
・
9
％
と
な
っ

て
い
る
。

将
来
負
担
比
率
は
、
地
方
公
共
団
体
の

借
入
金
（
地
方
債
）
等
、
現
在
抱
え
て
い

る
負
債
の
大
き
さ
を
、
そ
の
地
方
公
共
団

体
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
表
し
た

も
の
。
将
来
負
担
比
率
が
早
期
健
全
化
基

準
以
上
で
あ
る
団
体
数
は
、
市
区
1
団
体

（
北
海
道
夕
張
市
）
で
、
24
年
度
決
算
の

北
海
道
夕
張
市
、
大
阪
府
泉
佐
野
市
の
2

団
体
か
ら
減
少
し
た
。
平
均
値
は
、
都
道

府
県
2
0
0
・
7
％
、
市
区
町
村
51
・

0
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
公
立
病
院
や
下
水
道
等
の
公
営

企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企
業
の
事
業

規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規
模
と
比
較
し

て
指
標
化
し
、
経
営
状
態
の
悪
化
の
度
合

い
を
示
す
資
金
不
足
比
率
を
見
る
と
、
資

金
不
足
額
が
あ
る
（
資
金
不
足
比
率
が

0
％
超
で
あ
る
）
公
営
企
業
会
計
数
は
、

都
道
府
県
1
会
計
、
政
令
指
定
都
市
7
会

計
、
市
区
37
会
計
、
町
村
10
会
計
、
一
部

事
務
組
合
等
5
会
計
で
あ
り
、
合
計
60
会

（％）95

93

91

89
21　　   22　　   23　　   24　　   25
　　　　　　　　　　　　　　　（年度）

93.8

90.5

92.5

92.7

91.6

（経常収支比率の推移）

（％）13.0

12.0

11.0

10.0
21　　   22　　   23　　   24　　   25
　　　　　　　　　　　　　　　（年度）

12.1

12.0
11.8 11.3

10.9

（実質公債費比率の推移）
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経常収支比率及び実質公債比率の推移
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政 策

計
（
24
年
度
決
算
で
は
69
会
計
）。
こ
の

う
ち
資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準

以
上
で
あ
る
会
計
数
は
18
会
計
（
資
金
不

足
額
が
あ
る
会
計
数
の
30
・
0
％
、
24
年

度
決
算
で
は
20
会
計
）
で
あ
る
。
都
道
府

県
は
該
当
が
な
く
、
政
令
指
定
都
市
3
会

計
（
同
42
・
9
％
）、
市
区
の
11
会
計
（
同

29
・
7
％
）、町
村
2
会
計
（
同
20
・
0
％
）、

一
部
事
務
組
合
等
2
会
計
（
同
40
・
0
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

地
域
に
合
っ
た
独
自
の
取
組
を

実
現
可
能
に

白
書
で
は
、
最
近
の
地
方
財
政
を
め
ぐ

る
諸
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」「
地
方
自
治
を
取

り
巻
く
動
向
」「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」

「
地
方
分
権
改
革
の
推
進
」「
行
財
政
改
革

の
推
進
」
の
5
項
目
に
つ
い
て
対
応
す
る

と
し
て
い
る
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
に
お

い
て
は
、
日
本
が
直
面
し
て
い
る
「
人
口

減
少
・
超
高
齢
社
会
」
問
題
か
ら
、
人
口

減
少
が
地
域
経
済
の
縮
小
を
呼
び
、
地
域

経
済
の
縮
小
が
人
口
減
少
を
加
速
さ
せ
る

と
い
う
悪
循
環
に
陥
ら
な
い
た
め
、
地
方

公
共
団
体
が
策
定
し
た
、「
地
方
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
に
基

づ
い
た
取
組
み
に
対
し
、
地
域
経
済
分
析

シ
ス
テ
ム
整
備
、
人
材
支
援
や
財
政
支
援

を
国
が
実
施
す
る
。
ま
た
、
地
域
の
資
源

と
地
域
金
融
機
関
の
資
金
を
活
用
し
て
自

治
体
が
核
と
な
っ
て
業
を
起
こ
し
、
雇
用

を
創
る
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ク

ル
」
を
核
と
し
た
地
域
の
経
済
構
造
改
革

を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

「
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
動
向
」
で
は
、

地
方
自
治
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
第

30
次
地
方
制
度
調
査
会
の
答
申
を
踏
ま
え

た
「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」が
平
成
26
年
5
月
30
日
に
公
布
さ
れ
、

指
定
都
市
制
度
に
つ
い
て
総
合
区
制
度
の

導
入
等
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
新
た
な
広
域

連
携
制
度
と
し
て
連
携
協
約
制
度
の
創
設

等
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
連
携
中
枢
都
市

圏
構
想
及
び
定
住
自
立
圏
構
想
を
推
進
し

て
い
る
。

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」に
お
い
て

は
、消
費
税
率
の
引
上
げ
分
は
、全
額
社
会

保
障
の
充
実
と
安
定
化
に
使
わ
れ
る
が
、

消
費
税
率
10
％
の
実
現
は
平
成
29
年
4
月

に
な
る
。子
育
て
支
援
、医
療
、介
護
等
、社

会
保
障
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限

り
、予
定
通
り
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

「
地
方
分
権
改
革
の
推
進
」
に
お
い
て

は
、
平
成
26
年
に
は
、
地
方
公
共
団
体
等

か
ら
地
方
に
対
す
る
権
限
移
譲
及
び
規
制

緩
和
に
係
る
提
案
を
募
る
提
案
募
集
方
式

を
導
入
し
、
地
方
の
発
意
に
基
づ
く
地
方

分
権
改
革
を
推
進
。
国
民
に
地
方
分
権
改

革
の
成
果
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
、
情

報
発
信
や
優
良
事
例
の
展
開
等
を
図
る
と

し
て
い
る
。

「
行
財
政
改
革
の
推
進
」
に
お
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
給
与
の
適
正
化

及
び
適
正
な
定
員
管
理
の
取
組
、
地
方
公

営
企
業
及
び
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
抜
本
的

改
革
の
取
組
、
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度

等
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
番
号

制
度
の
導
入
の
た
め
の
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
導
入
に
合
わ
せ
た
自
治
体
ク
ラ
ウ

ド
の
活
用
を
推
進
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

平成19　　　　20　　　　　21　　　　　22　　　　　23　　　　　24　　　　　25（年度）

（団体）
80

70

60

50

40

30

20

10

0

2

2
1

71

39
31

17
9 7 6

うち財政再生基準以上

連結実質赤字額
がある団体数
連結実質赤字額
がある団体数

うち早期健全化基準以上11
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城
山
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金
剛
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を
望
む
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フォーラム

平成27年 5 月11日　6第2918号

楠
公
さ
ん
と
金
剛
山
（
こ
ご
せ
）

の
里

大
阪
府
内
唯
一
の
村
、
千
早
赤
阪
村
は
、

大
阪
府
の
南
東
部
に
位
置
し
、河
内
長
野
市
・

富
田
林
市
・
河
南
町
そ
し
て
、
金
剛
・
葛
城

山
脈
の
主
峰
金
剛
山
を
隔
て
て
奈
良
県
御
所

市
・
五
條
市
と
接
し
て
い
ま
す
。
面
積
は

37
・
38
㎢
で
、
そ
の
う
ち
森
林
の
面
積
が
8

割
ほ
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
大
阪
市
内

中
心
部
ま
で
は
直
線
距
離
で
25
㎞
ほ
ど
、
車

で
1
時
間
程
度
と
い
っ
た
大
都
市
の
近
郊
に

あ
り
な
が
ら
も
、
大
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
村
で
す
。

昭
和
31
年
9
月
30
日
に
千
早
村
と
赤
阪
村

が
合
併
し
て
、
現
在
の
千
早
赤
阪
村
が
誕
生

し
ま
し
た
。
平
成
28
年
に
村
制
制
定
60
周
年

を
迎
え
ま
す
。

村
の
歴
史
を
代
表
す
る
の
は
、
鎌
倉
時
代

か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
名

将
・
楠
木
正
成
で
、
建
武
新
政
を
目
指
し
て

活
躍
し
た
正
成
の
生
誕
地
や
ゆ
か
り
の
あ
る

史
跡
な
ど
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
村
民
の

方
は
楠
木
正
成
を
「
楠
公
さ
ん
」
と
親
し
み

を
込
め
て
呼
ん
で
お
り
、
毎
年
4
月
25
日
に

は
楠
木
正
成
の
誕
生
を
祝
う
「
楠
公
祭
」
が

楠
公
誕
生
地
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

千
早
赤
阪
村
に
は
棚
田
や
清
流
、
国
定
公

園
な
ど
自
然
が
多
く
、
四
季
折
々
の
表
情
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
。
大
阪
府
内
外
か
ら
も
人

気
の
あ
る
金
剛
山
（
こ
ん
ご
う
さ
ん
）
は
、

大阪府

Ｎ

千早赤阪村

現地レポート 町村独自のまちづくり

み
ん
な
が
集
う

　み
ん
な
で
育
む

　

み
ん
な
に
優
し
い

　みん
な
を
結
ぶ

　ちは
や
あ
か
さ
か

千ち

早は
や

赤あ
か

阪さ
か

村む
ら

大
阪
府
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大
阪
府
を
代
表
す
る
山
の
1
つ
で
あ
り
、
村

民
の
方
は
昔
か
ら
「
こ
ご
せ
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
特
に
冬
の
金
剛
山
に
は
、
多
く
の
登

山
客
が
訪
れ
、
1
年
で
最
も
寒
く
な
る
1
月

か
ら
2
月
に
か
け
て
山
頂
付
近
は
、
し
ば
し

ば
「
樹
氷
」
で
白
く
染
ま
り
、
自
然
が
生
み

出
す
芸
術
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大

阪
に
い
る
の
に
ソ
リ
遊
び
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

大
阪
の
財
産
と
も
い
え
る
千
早
赤
阪
村

は
、
心
の
や
す
ら
ぐ
里
と
し
て
多
く
の
人
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

村
の
シ
ン
ボ
ル
　
―
金
剛
山
―

金
剛
山
は
府
内
外
か
ら
も
毎
年
多
く
の
登

山
客
が
訪
れ
て
い
る
大
阪
府
下
最
高
峰
、
標

高
1
、
1
2
5
ｍ
の
山
で
す
。
そ
の
多
く
は

リ
ピ
ー
タ
ー
で
、
中
に
は
出
勤
前
に
登
る
方

も
お
ら
れ
、
健
康
づ
く
り
の
山
と
し
て
も
有

名
で
す
。

山
頂
ま
で
行
く
方
法
は
2
つ
あ
り
、
1
つ

は
自
分
の
脚
で
登
る
方
法
、
も
う
1
つ
は
村

営
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
利
用
し
て
一
気
に
頂
上

付
近
ま
で
行
く
方
法
で
す
。
頂
上
付
近
に
は

村
営
の
宿
泊
施
設
を
は
じ
め
、
天
体
望
遠
鏡

を
備
え
た
「
ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

な
ど
も
あ
り
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
ナ
イ
ト
ハ

イ
ク
、
サ
マ
ー
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。
冬
に
な

る
と
大
阪
府
で
は
あ
ま
り
雪
が
積
も
ら
な
い

の
で
す
が
、
金
剛
山
で
は
30
㎝
ほ
ど
の
積
雪

が
あ
り
、
樹
氷
や
そ
り
遊
び
な
ど
を
楽
し
む

こ
と
も
で
き
、
登
山
客
だ
け
で
な
く
、
小
さ

な
子
ど
も
を
連
れ
た
家
族
な
ど
も
多
く
訪

れ
、
気
軽
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
の
山
と

し
て
、
大
自
然
を
思
う
存
分
満
喫
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
金
剛
山
で
は
他
の
山
で
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
、
珍
し
い
登
山
回
数
の
記
録
シ

ス
テ
ム
が
あ
り
、
回
数
カ
ー
ド
を
購
入
す
れ

ば
頂
上
で
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
え
、
登

山
回
数
を
記
録
し
て
も
ら
え
ま
す
。
1
万
回

以
上
の
登
山
を
記
録
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

さ
て
、
古
文
書
に
出
て
く
る
金
剛
山
の
話

と
し
て
、
古
く
は
「
古
事
記
」
や
「
日
本
書

紀
」
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
話
か

ら
は
、
古
代
に
金
剛
・
葛
城
の
地
が
特
別
な

地
、
す
な
わ
ち
聖
地
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

鎌
倉
時
代
末
期
に
は
、
金
剛
山
頂
の
転
法

輪
寺
を
中
心
に
金
剛
七
坊
（
坊
領
千
軒
、
多

聞
寺
、
修
道
子
、
朝
原
寺
、
高
天
寺
、
石
寺
、

大
沢
寺
）
と
称
さ
れ
る
山
岳
寺
院
が
配
置
さ

れ
、
修
験
道
の
行
場
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

ま
た
、
南
北
朝
時
代
に
は
、
楠
木
正
成
が
金

剛
山
地
の
豊
か
な
自
然
地
形
を
巧
み
に
利
用

し
て
山
城
を
築
き
、
幕
府
軍
に
応
戦
し
ま
し

た
。近

世
に
は
、
金
剛
山
へ
の
山
道
が
整
備
さ

れ
、町
石
や
道
標
が
多
く
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
そ
の
多
く
は
転
倒
埋
没
な
ど
の
問
題

が
起
き
て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民
や
様
々
な

団
体
の
手
に
よ
り
、
元
の
姿
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ル
ー
ト
は
1
つ
で
は

な
く
、
関
谷
道
、
小
和
道
、
水
分
道
な
ど
、

大
和
、
河
内
の
様
々
な
場
所
か
ら
金
剛
山
頂

へ
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
今
も
町
石
を
辿
り
つ
つ
山
頂
を
目
指
す

登
山
客
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

町
石
は
、
高
野
山
町
石
の
よ
う
に
国
史
跡

と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
み
な
さ

ん
に
も
大
自
然
の
中
、
登
山
を
楽
し
み
な
が

ら
、
是
非
見
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
頂
上
ま
で
登
っ
た
あ
と
に
は
、

村
営
宿
泊
施
設
「
香
楠
荘
」
に
て
、
湧
水
を

使
用
し
た
古
代
ひ
の
き
風
呂
の
入
浴
や
お
食

事
な
ど
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
恵
み
豊
か
な
自
然
は
、「
う
ま
し

水
の
里
」
と
評
さ
れ
、
金
剛
山
か
ら
の
清
流

や
伏
流
水
は
地
元
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
方
々
を
潤
し
続
け
て
い
ま
す
。

是
非
皆
さ
ん
も
、「
森
林
浴
の
森
百
選
（
林

野
庁
）」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
金
剛
山
へ
、

日
頃
の
喧
騒
を
離
れ
て
自
然
に
癒
さ
れ
、
ま

た
運
動
不
足
解
消
、健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、

そ
し
て
悠
久
の
歴
史
を
肌
で
感
じ
る
た
め

に
、
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

村
の
シ
ン
ボ
ル
　
―
下
赤
阪
の
棚

田
―

平
地
の
少
な
い
本
村
で
は
、
斜
面
に
階
段

状
に
積
み
重
な
っ
た
田
で
あ
る
「
棚
田
」
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
り
わ
け
、
平
成

11
年
に
農
林
水
産
省
に
よ
り
「
日
本
の
棚
田

百
選
」に
選
定
さ
れ
た「
下
赤
阪
の
棚
田
」は
、

楠
木
正
成
が
築
城
し
た
と
さ
れ
る
赤
阪
城
の

◁ 

村
営
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

◁楠公祭

▷大阪では珍しい
金剛山の樹氷
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付
近
に
位
置
し
、
春
に
は
「
水
を
引
き
込
ん

だ
棚
田
」、
夏
に
は
「
青
々
と
し
た
棚
田
」、

秋
に
は
「
黄
金
色
の
稲
穂
が
波
打
つ
棚
田
」、

冬
に
は
「
雪
化
粧
を
し
た
棚
田
」
と
い
う
よ

う
に
、
四
季
折
々
の
美
し
い
姿
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。

な
お
、「
太
平
記
」
に
は
、「
か
の
赤
坂
の

城
と
申
す
は
、
東
一
方
こ
そ
山
田
の
畔
重
々

に
高
く
し
て
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
景
観
と

し
て
の
み
で
な
く
、
歴
史
的
に
も
大
変
貴
重

な
棚
田
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
21
年
度
か
ら
毎
月
11
月
に
開

催
さ
れ
る
「
金
剛
山
（
こ
ご
せ
）
の
里　

棚

田
夢
灯
り
＆
収
穫
祭
」
で
は
、
約
3
、
0
0

0
灯
の
灯
籠
に
よ
っ
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
さ

れ
、
府
内
外
か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
ま

す
。

村
の
シ
ン
ボ
ル
　
―
秋
祭
り
ー

秋
を
迎
え
、
稔
の
季
節
と
な
る
頃
、
本
村

で
は
各
地
の
氏
神
様
に
収
穫
を
感
謝
す
る
秋

の
祭
礼
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
建

水
分
神
社
（
た
け
み
く
ま
り
じ
ん
じ
ゃ
）
で

は
、
毎
年
10
月
の
第
3
土
曜
日
に
、
本
村
の

ほ
か
、
隣
接
す
る
各
氏
子
地
域
の
地
車
が
、

神
社
か
ら
約
1
㎞
北
西
に
あ
る
通
称
「
比
叡

前
（
ひ
え
の
ま
え
）」
と
呼
ば
れ
る
御
旅
所

に
集
結
し
、
神
様
が
お
遷
り
さ
れ
た
御
神
輿

の
前
に
宮
入
り
し
、
上
方
芸
能
の
原
点
と
も

云
わ
れ
る
寸
劇
の
俄
（
に
わ
か
）
を
奉
納
し

ま
す
。
奉
納
俄
を
行
う
場
所
は
、
な
ん
と
地

車
に
作
ら
れ
た
舞
台
の
上
。
こ
の
地
域
の
地

車
に
は
、
全
て
前
方
に
欄
干
付
き
の
舞
台
が

備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

御
神
輿
を
中
心
に
19
台
の
地
車
が
参
集
し

た
風
景
は
河
内
随
一
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
と
地
域
活
力
の
衰
退

都
会
の
近
く
に
あ
り
な
が
ら
も
自
然
を
満

喫
で
き
る
千
早
赤
阪
村
で
す
が
、
人
口
は

年
々
減
少
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
総
人
口
は

昭
和
60
年
の
7
、
6
9
7
人
を
ピ
ー
ク
に
平

成
22
年
に
は
6
、
0
1
5
人
と
1
、
6
8
2

人
の
減
少
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
に

は
6
、
0
0
0
人
を
切
り
、
平
成
26
年
12
月

末
で
は
5
、
7
5
0
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
4
月
に
は
大
阪
府
内
で
初
め
て
、

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
に
お
け
る

「
過
疎
地
域
」
と
し
て
公
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
人
口
減
少
の
一
方
、
世
帯
数
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
核
家
族
化
や
、
高
齢
者
の

ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

年
齢
3
区
分
別
に
人
口
を
見
る
と
、
0
歳
〜

14
歳
の
年
少
人
口
と
、
生
産
年
齢
人
口
の
う

ち
、
15
歳
〜
29
歳
ま
で
の
若
者
世
代
の
減
少

は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
高
齢

者
の
割
合
は
年
々
高
ま
る
一
方
で
あ
り
、
全

国
平
均
や
大
阪
府
の
平
均
を
大
き
く
上
回
っ

て
お
り
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
働
く
場
が
村
内
に
少
な
い

た
め
、
農
林
業
以
外
の
大
半
は
村
外
に
働
き

に
出
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
よ
り
便
利
な
と

こ
ろ
を
求
め
て
転
出
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
農
林
業
へ
の
就
業
者
は
年
々
減
少

し
て
お
り
、
耕
作
放
棄
地
や
荒
廃
し
た
山
林

が
増
え
、
地
域
活
力
が
衰
退
す
る
一
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
て

千
早
赤
阪
村
で
は
平
成
23
年
度
に
第
4
次

総
合
計
画
を
策
定
し
、「
人
口
の
維
持
」「
地

域
の
活
性
化
」
を
最
重
点
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
最
重
点
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
「
次
世
代
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
住

み
た
い
む
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
交
流
人
口
増

加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
3
つ
の
重
点
施
策
を

設
け
、様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

3
つ
の
重
点
施
策
の
う
ち
の
1
つ
、
交
流

人
口
増
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
平
成

23
年
12
月
1
日
付
で
庁
内
に
横
断
的
組
織
と

し
て
「
交
流
人
口
増
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
月
に
2
回
ほ
ど
会

議
を
開
催
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
村
を
訪
れ
、
村
を
知
り
、
村
に

◁ 

金
剛
山
の
里
　
棚
田
夢
灯
り
＆
収
穫
祭
　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
棚
田

◁
 
伝統文化

　
　
中津神社の獅子舞

建水分神社の秋祭
　迫力ある地車▷

△ 

阪
南
大
学
と
の
連
携
事
業
　
金
剛
山
の
サ

マ
ー
イ
ベ
ン
ト
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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滞
在
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
定

住
へ
と
つ
な
げ
、
定
住
人
口
の
増
加
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
以
外
に
も
、

交
流
人
口
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
24
年
7
月
に
は
大
阪
府
松

原
市
に
あ
る
阪
南
大
学
と
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

取
り
組
み
内
容
と
し
て
は
、
金
剛
山
周
辺

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
調
査
研
究
と
し

て
、
学
生
や
教
授
が
登
山
者
に
金
剛
登
山
に

係
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
、
学
生
が
企
画
し

た
村
内
観
光
ツ
ア
ー
の
提
案
や
実
施
、
農
林

産
物
直
売
所
の
売
上
Ｕ
Ｐ
に
つ
な
が
る
仕
組

み
づ
く
り
の
研
究
調
査
、
海
外
旅
行
者
の
誘

致
、
村
内
で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
な
ど
、
若
い
学
生
の
力

や
視
野
に
よ
っ
て
、
新
た
な
千
早
赤
阪
村
の

魅
力
を
探
し
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
学
と
の
連
携
以
外
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
平
成
23
、
24
年
度
に
は
住
民
協
同
発
掘

調
査
と
し
て
、
村
内
の
遺
跡
に
て
住
民
と
の

発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
発
掘
調
査
で
は

大
阪
府
外
か
ら
も
多
く
の
応
募
者
が
あ
り
、

東
京
や
横
浜
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
ま
し

た
。
発
掘
調
査
で
の
住
民
協
同
は
珍
し
く
、

関
東
地
方
で
も
新
聞
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
当
日
は
府

内
外
か
ら
参
加
し
た
た
く
さ
ん
の
方
々
が
、

ス
コ
ッ
プ
を
片
手
に
発
掘
を
行
い
、
太
古
の

世
界
を
感
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
発
掘
現
場

か
ら
は
土
器
の
一
部
な
ど
が
出
土
し
、
ま
た

川
か
ら
は
水
を
通
し
た
溝
の
よ
う
な
形
跡
も

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
か
ら
は
村
民
の
方
が
主
体
的

に
活
動
で
き
る
制
度
を
設
け
た
村
民
提
案
型

協
働
事
業
を
開
始
し
、
村
民
の
方
の
活
動
に

よ
る
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
て
い
ま

す
。中

で
も
、
近
世
に
金
剛
山
の
登
山
道
と
し

て
整
備
さ
れ
た
古
道
を
再
生
す
る
た
め
、
案

内
板
の
設
置
や
階
段
と
な
る
枕
木
の
取
替
え

な
ど
の
整
備
や
、
担
い
手
が
い
な
く
な
っ
た

耕
作
放
棄
地
を
借
り
上
げ
、
農
園
や
そ
ば
畑

に
開
拓
し
、
実
っ
た
そ
ば
で
そ
ば
打
ち
教
室

を
開
講
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
交
流
や
村

外
の
方
と
の
交
流
の
場
を
創
り
出
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
赤
阪
の
棚
田
で
は
千
早
赤
阪
村

の
美
し
い
棚
田
の
風
景
を
守
ろ
う
と
、
棚
田

を
使
っ
た
米
作
り
講
座
「
大
人
の
棚
田
塾
」

を
平
成
25
年
度
に
始
め
ま
し
た
。
参
加
者
を

一
般
募
集
し
、
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の
米

作
り
、
農
地
保
全
の
作
業
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
、
今
後
の
活
動
に
生
か
そ
う
と
し
て
い

ま
す
（
年
間
／
20
回
開
催
）。

第
1
回
の
募
集
で
は
定
員
10
人
の
と
こ
ろ

を
80
人
が
応
募
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
棚

田
や
米
作
り
に
興
味
の
あ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
は
驚
き
で
し
た
。

今
後
は
積
極
的
に
P
R
し
て
、
援
農
者
と

し
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
組
織
作
り
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。
今
で
は
、
村
人
と
塾
生
も

す
っ
か
り
仲
良
し
。
そ
の
中
か
ら
本
格
的
に

農
業
を
始
め
た
い
と
い
う
人
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
伝
統
的
な
棚
田
の
米
作
り
に
ぜ
ひ
皆

さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
も
、
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
、
大
阪

府
内
外
の
方
に
千
早
赤
阪
村
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
か
ら
、
千
早
赤
阪
村
の
魅
力
を
発
見

し
て
も
ら
い
、
定
住
へ
の
あ
こ
が
れ
に
つ
な

げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

村
の
将
来
像

千
早
赤
阪
村
に
は
、
楠
木
正
成
や
金
剛
山

を
は
じ
め
と
し
た
豊
か
な
歴
史
、
自
然
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
み
ん
な
が
参
加
す
る
祭
な

ど
も
多
く
、
さ
ら
に
、
子
育
て
や
教
育
に
も

目
が
行
き
届
き
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

息
づ
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
村
を
大
切
に
守
り
、
良
い
と
こ

ろ
を
生
か
し
、
磨
き
、
村
民
や
村
外
の
人
を

結
び
、
人
口
や
行
政
の
課
題
を
乗
り
越
え
、

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
自
立
で
き
る
む
ら
づ

く
り
を
、
村
民
と
行
政
が
手
を
携
え
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

千
早
赤
阪
村
長　

松
本　

昌
親

△ 

住
民
協
働
で
の
発
掘
調
査

△ 

黄
金
色
に
波
打
つ
下
赤
阪
の
棚
田

△ 

下
赤
阪
の
棚
田
に
て
、早
乙
女
に
よ
る
田
植
え



町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第2918号

随 想

11　平成27年 5 月11日

随 想
昭
和
29
年
8
月
1
日
、
当
時
の
下
新
川
郡

大
家
庄
村
、
山
崎
村
、
南
保
村
、
五
箇
庄
村
、

泊
町
、
宮
崎
村
及
び
境
村
の
1
町
6
箇
村
が

一
つ
と
な
り
、
名
峰
「
朝
日
岳
」
の
名
に
ち

な
み
、「
朝
日
町
」
と
し
て
町
制
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
、
昨
年
60
年
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
ま
し
た
。

私
た
ち
の
町
は
、
海
抜
0
メ
ー
ト
ル
の
ヒ

ス
イ
海
岸
か
ら
標
高
3
、
0
0
0
メ
ー
ト
ル

級
の
北
ア
ル
プ
ス
朝
日
岳
・
白
馬
岳
ま
で
、

総
面
積
の
約
60
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
中
部
山
岳

国
立
公
園
」
と
「
朝
日
県
立
自
然
公
園
」
に

指
定
さ
れ
て
い
る
風
光
明
媚
な
自
然
豊
か
な

町
で
あ
り
ま
す
。

ヒ
ス
イ
の
原
石
が
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ

る
こ
と
で
知
ら
れ
る
宮
崎
・
境
の
海
岸
は「
ヒ

ス
イ
海
岸
」
と
も
呼
ば
れ
、
平
成
8
年
に
は

「
日
本
の
渚
百
選
」
に
選
ば
れ
た
ほ
か
平
成

18
年
に
は
「
快
水
浴
場
百
選
」
に
も
選
ば
れ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
の
名
物
「
た
ら
汁
」
が
先
日
、

Ｔ
Ｖ
で
全
国
に
放
送
さ
れ
た
こ
と
で
「
た
ら

汁
街
道
」
と
し
て
、
賑
わ
っ
て
い
る
こ
と
も

嬉
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

〜
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
競
技
発
祥
の
ま
ち
〜

昭
和
30
年
代
、
朝
日
町
で
は
農
村
生
活
の

改
善
の
一
環
と
し
て
「
腰
ま
が
り
の
予
防
」

の
た
め
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
を
取
り
入

れ
、
作
業
姿
勢
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
は
、
高
度
な

技
術
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
普

段
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
な
い
方
や
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て「
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
」

を
開
発
し
「
町
民
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
」
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

当
時
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
普
及
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
の
研

究
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
が
重

ね
ら
れ
た
結
果
、
①
幅
広
い
年
代
層
に
親
し

ま
れ
る
②
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
屋
内
で
で

き
る
③
突
き
指
し
な
い
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を

使
う
④
コ
ー
ト
は
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
の

広
さ
を
使
用
す
る
等
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
だ
れ
で
も
」
手
軽
に
楽
し
め
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、
昭
和
54
年
、
現
在
の
緑
と

白
の
ボ
ー
ル
を
用
い
た
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
競
技

が
誕
生
し
ま
し
た
。

昭
和
59
年
に
、
朝
日
町
に
お
い
て
、
全
国

親
善
交
流
大
会
と
し
て
は
じ
め
て
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
競
技
の
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
て
か

ら
、
年
々
参
加
選
手
が
増
え
、
昨
年
9
月
に

は
18
都
府
県
79
市
区
町
村
か
ら
3
5
7
チ
ー

ム
1
、
7
5
1
人
の
選
手
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
第
31
回
全
国
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

競
技
大
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、

平
成
6
年
か
ら
は
、
60
歳
以
上
を
対
象
と
し

た
翡
翠
カ
ッ
プ
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
全
国
大
会
も

開
催
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
多
く

の
選
手
の
皆
さ
ん
に
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

〜
ま
ち
の
課
題
・
展
望
〜

当
町
は
現
在
、
少
子
化
と
若
者
の
町
外
へ

の
流
出
が
進
み
、
高
齢
化
率
が
県
内
で
最
も

高
く
な
る
な
ど
、
町
に
と
っ
て
人
口
対
策
は

深
刻
か
つ
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。町

で
は
、
今
年
度
よ
り
中
学
生
の
医
療
費

の
完
全
無
料
化
や
、保
育
料
の
第
2
子
半
額
、

第
3
子
以
降
の
無
料
化
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
病
児
病
後
児
保
育
を
開
始
す
る
な
ど
富

山
県
下
に
誇
れ
る
子
育
て
支
援
・
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
企
業
の
育
成
支
援
や
誘

致
、
住
宅
対
策
、
町
立
あ
さ
ひ
総
合
病
院
の

医
師
・
看
護
師
の
確
保
、
県
立
泊
高
等
学
校

の
存
続
等
々
、
数
多
く
の
課
題
が
山
積
す
る

中
、
町
の
再
生
と
「
夢
と
希
望
が
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
常
に
危
機
感
と
明
確

な
目
的
・
目
標
を
も
ち
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
事
に
当
た
っ
て
い
く
こ
と
が
何

よ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
3
月
14
日
に
は
待
望
久
し
か
っ
た
北

陸
新
幹
線
が
開
業
い
た
し
ま
し
た
。
魅
力
あ

る
町
の
農
林
水
産
資
源
、
観
光
資
源
を
活
か

し
た
交
流
人
口
の
拡
大
や
一
層
の
地
域
活
性

化
な
ど
、
新
幹
線
の
開
業
は
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
と
っ
て
の
大
き
な
転
機
で
あ
り
、

将
来
へ
の
大
き
な
架
け
橋
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
泊
駅
で
は
、
同
日
、

並
行
在
来
線
と
し
て
開
業
し
た
「
あ
い
の
風

と
や
ま
鉄
道
」
と
新
潟
県
か
ら
乗
り
入
れ
る

「
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
」
と
が
接
続
す
る

駅
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
両
鉄
道
の
社
名
を

一
部
つ
な
ぎ
、『
あ
い
の
ト
キ
め
き
駅
』
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、朝
日
町
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

笹さ
さ

原は
ら

　靖や
す

直な
お

富
山
県
朝あ

さ

日ひ

町
長

す
ば
ら
し
い
自
然
と
ふ
る
さ
と

夢
と
希
望
が
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

△

全
国
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
競
技
大
会
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「ゆとり」と「やすらぎ」のひととき

静かさと心地よさに配慮し、室内インテリア全体を落ち着いた雰囲気にまとめ、
ゆったりとしたやすらぎのひとときをお届けいたします。

シングル 119 室
平日料金10,100円より

※1名利用の場合 9,600 円

※1名利用の場合 11,400 円

8,600円より

※1名利用の場合 9,000 円

http://www.zck.or.jp/kaikan/index.html

TIME of RELAXING

金曜日料金

8,100円より
土・日・祝日料金

ダブル 12室
平日料金13,700 円 
〈2名利用〉

11,600円
金曜日料金

10,900円
土・日・祝日料金

ツイン17室
平日料金19,000円より 
〈2名利用〉

16,200円より
金曜日料金

15,200円より
土・日・祝日料金

洋室シングル

洋室ダブル

洋室ツイン

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

SINGLE
ROOM

TWIN
ROOM

DOUBLE
ROOM

会議室・宴会場

カジュアルレストラン「ペルラン」

2階には広さと設備が多彩な、大小4つのホー
ル、会議室。高い機能性を持ち、さまざまな演
出が可能です。会議・研修、パーティーなどに
幅広くご利用いただけます。 

ランチタイム11:00 ～ 14:00
ティータイム14:00 ～ 17:00
ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

SINGLESINGLE
ROOMROOM

BLEBLE
ROOMROOM

会議室・宴会場

土・日・祝日は
リーズナブルに

和室もございますのでお問い合わせ下さい。
禁煙ルームをご用意しております。

土・日・祝日のご宿泊は、
平日料金の20％OFF20％OFF20％OFF20％OFF20％OFF
金曜日のご宿泊は、
平日料金の15％OFF15％OFF15％OFF15％OFF15％OFF

和食処「さいかち」

ランチタイム11:30 ～ 14:30
（14:00 ラストオーダー）

ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

全国町村会館へのアクセスガイド

■有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町」3番出口徒歩 1分
■丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩 8分
■タクシー東京駅から約 20 分

お電話でのご予約・お問い合わせは

TEL 03（3581）0471
FAX 03（3581）0220
〒100-0014  東京都千代田区永田町 1丁目 11 番 35 号

市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。

WEB からのご宿泊予約は、特別料金（部屋数限定）がございます。

ホームページは 全国町村会館 検索


